
令和4年3月29日

9:45～

危機管理防災センター2F　本部会議室

①春の全国交通安全運動について 【県民生活部】

②令和３年度　特定事務監査（テーマ監査）結果及び定期監査
における優良事例について

【監査事務局】

庁　議　事　項



・街頭キャンペーン

・交通安全教育

・通学路での立哨活動

・テレビ、ラジオによる広報

・商業施設での施設内放送の実施

・ＳＮＳなどあらゆるツールを活用した啓発等

春の全国交通安全運動について

埼玉県庁議事項 令和４年３月２９日

実施期間

令和４年４月６日（水）～４月１５日（金）

全国重点

・子供を始めとする歩行者の安全確保

・歩行者保護や飲酒運転根絶等の安

全運転意識の向上

・自転車の交通ルール遵守の徹底と

安全確保

県重点

・横断歩道における歩行者優先の徹底

＜主な取組＞



【啓発チラシ（表）】 【啓発チラシ（裏）】



令和３年度 特定事務監査（テーマ監査）結果について①

庁議(令和４年３月２９日) 監査事務局

女性活躍の推進についてテ ー マ

監 査 結 果 おおむね適正であることを確認 １３件の意見を提出

２月１６日 知事との意見交換を実施
３月 ４日 県報登載

結 果 公 表

令和 ３年 １１月２４日 ～ 令和 ４年 １月３１日実 施 期 間

対 象 機 関 現地調査

監 査 統括参事、人事課、男女共同参画課

人材活躍支援課、多様な働き方推進課

男女共同参画推進センター、女性キャリアセンター

㈱矢口造園（北本市）、敷島製パン㈱パスコ埼玉工場（川島町）

※上記２社は埼玉県多様な働き方実践企業プラチナ認定企業



令和３年度 特定事務監査（テーマ監査）結果について②

庁議(令和４年３月２９日) 監査事務局

着眼点１ 県の男女共同参画の現状及び課題 着眼点２ 多様な働き方の推進策及び課題

着眼点３ 女性の就業・キャリアアップの
支援策と活用状況

着眼点４ 県庁組織における女性活躍の推進
の現状及び取組

コロナ禍で女性の貧困等が顕在化し、ジェンダー不
平等などへの問題意識も高まっている。

次期計画の策定に当たっては、県民の声をよく聞き、
この好機を逃すことなく男女共同参画を推進していた
だきたい。

委員からの主な意見

１社でも多く多様な働き方実践企業が増えるよう、
申請の窓口となる職員の能力アップに努めるとともに、

丁寧な相談及びフォローアップなどに引き続き取り組
んでいただきたい。

委員からの主な意見

働く女性のワンストップ支援サイトでは、同じ問題を
意識している女性同士が意見交換を行えるなど、女
性たちが意見を表明できる仕組づくりを検討していた
だきたい。

委員からの主な意見

皆が働きやすい職場にするために、妊娠・出産・育
児休暇といった段階で退職する職員の意見を聞くな
ど、今後も職員の声によく耳を傾けながら、取組をさ
らに進めていただきたい。

委員からの主な意見



令和３年度 定期監査における優良事例について

庁議(令和４年３月２９日) 監査事務局

・重点監査事項として各機関から報告
・監査を通じて監査員が発見

収集方法

主な取組
★ZoomをはじめとしたＷｅｂ会議や

オンライン研修等、ＩＣＴの活用 １４５件

★情報（データ）の共有 ９９件

★経理員の活用等チェック機能の強化 ６８件

５１０機関 ８４４ 件（１機関当たり平均１．７）

取組数等

具体的な取組例

＜RPAを活用した効率的な調定事務：川越高等技術専門校＞

技能講習受講料の調定事務について、従来は財務システムに
手入力しており、時間を要していた。
そこでRPAツールを活用した結果、受講者情報のデータを財務
システムに流し込むことができ、当該事務に係る所要時間を
50％削減することができた。

＜就学支援金申請の説明動画作成：川口東高等学校＞

就学支援金の申請方法については、入学説明会時の一度の説
明では理解が難しいため、新入生や保護者が繰り返し確認でき
るよう、その動画をホームページで公開した。

・生徒の欠席連絡等をＷＥＢやメールで受付
・ＷＥＢ会議やオンライン研修の積極的な活用

・職員ポータル内の「タスクリスト」の活用
・ホワイトボードを活用した進行管理や情報共有

※ 取組例については、今後、職員ポータルに掲載


